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薩摩川内　
市議会議員 5期 20年　

井上かつひろを今度も市政へ

川
内
原
発
延
長
運
転
ノ
�

　

井
上
か
つ
ひ
ろ
市
議
は
、

何
度
も
福
島
原
発
事
故
現

地
を
視
察
し
、地
震
、津
波
、

避
難
な
ど
の
側
面
か
ら
老

朽
化
し
た
川
内
原
発
の
危

険
性
を
す
べ
て
の
議
会
で

指
摘
し
て
き
た
、
た
だ
一

人
の
議
員
で
す
。

学
校
給
食
費
値
上
げ
分
が
返
金

　

昨
年
の
4
月
か
ら
学

校
給
食
費
（
月
額
）
は

幼
稚
園
４
０
０
円
、
小
学

校
５
０
０
円
、
中
学
校

７
０
０
円
値
上
げ
さ
れ
ま

し
た
。
値
上
げ
に
対
し
て
、

井
上
か
つ
ひ
ろ
市
議
は「
家

計
は
火
の
車
」「
子
ど
も
が

多
い
世
帯
ほ
ど
負
担
が
重

く
な
る
」「
少
子
化
の
要
因

に
な
っ
て
い
く
」
と
指
摘

し
、「
値
上
げ
で
は
な
く
無

償
化
す
べ
き
だ
」
と
主
張

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
値

上
げ
分
が
保
護
者
に
返
金

さ
れ
、
翌
年
度
も
値
上
げ

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

学
校
給
食
費
の
無
償
化

を
求
め
る
署
名
運
動
が
起

こ
り
、
３
０
０
０
筆
を
超

え
る
署
名
を
添
え
て
陳
情

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

井
上
議
員
を
の
ぞ
く
全
議

員
が
反
対
し
た
た
め
に
不

採
択
に
な
り
ま
し
た
。
井

上
議
員
は
「
選
挙
公
約
に

『
学
校
給
食
費
無
償
化
』
を

か
か
げ
る
市
議
会
議
員
予

定
候
補
者
は
増
え
て
い
る
。

つ
ぎ
こ
そ
無
償
化
し
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
て
い
ま
す
。

来
年
度

か
ら

子
ど
も
医
療
費　

　

市
は
窓
口
無
料
化
を
約
束

　

子
ど
も
医
療
費
の
無
償

化
を
求
め
る
市
民
の
要
求

と
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、

県
内
で
も
い
ち
早
く
「
高

校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無

償
化
（
償
還
払
い
）」
が
実

現
。
そ
の
後
、
井
上
市
議

は
「
窓
口
負
担
ゼ
ロ
」
の

署
名
運
動
な
ど
に
と
り
く

み
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
訴

え
て
き
ま
し
た
。
6
月
議

会
で
「
来
年
度
か
ら
医
療

機
関
で
の
窓
口
負
担
を
無

料
に
す
る
」
と
い
う
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
４

月
か
ら

介
護
保
険
料
値
下
げ　

　
　
　

積
立
金
6
億
円
取
崩
し

　

井
上
勝
博
市
議
は
、
高

す
ぎ
る
介
護
保
険
料
を
引

き
下
げ
よ
と
毎
議
会
ご
と

に
主
張
し
て
き
た
た
だ
一

人
の
議
員
で
す
。
今
年
、

4
月
か
ら
介
護
保
険
制
度

が
始
ま
っ
て
以
来
、
は
じ

め
て
基
準
額
が
値
下
げ
に

な
り
ま
し
た
。
月
額

１

０

０

円
、

年

額

市
営
住
宅　

減
免
基
準
見
直
し

　

該
当
者
広
が
る

　

市
営
住
宅
の
減
免
基
準

が
高
す
ぎ
て
ほ
と
ん
ど
の

住
民
が
家
賃
減
免
の
対
象

外
で
し
た
。
井
上
か
つ
ひ

ろ
市
議
は
、「
県
営
住
宅
と

市
営
住
宅
で
減
免
の
基
準

が
違
う
の
は
お
か
し
い
」

と
指
摘
。
何
度
も
議
会
で

取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

一
昨
年
か
ら
減
免
基
準
が

見
直
し
さ
れ
、
県
営
住
宅

と
同
じ
に
な
り
、
多
く
の

住
居
人
が
家
賃
減
免
の
対

象
に
な
り
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
を
願
う
請
願

井
上
氏
以
外
の
反
対
で
不
採
択

　

6
月
議
会
に
「
核
兵
器

禁
止
条
約
の
締
結
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
と
非
核

宣
言
都
市
で
あ
る
こ
と
を

市
民
に
知
ら
せ
る
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
設
置
を
求
め
る

請
願
書
」
が
提
出
さ
れ
、

井
上
議
員
は
紹
介
議
員
に

核兵器禁止を願う請願書に賛成討論す
る井上市議（＝10月17日、本会議場）

１
２
０
０
円
の
値
下
げ
で

す
が
、
市
は
10
億
円
の
積

立
金
の
う
ち
3
年
間
で

6
億
円
を
取
り
崩
す
計
画

で
す
。
井
上
市
議
は
「
介

護
保
険
料
は
、
制
度
開
始

以
来
二
倍
に
値
上
げ
さ
れ

て
い
る
。
も
っ
と
値
下
げ

す
べ
き
だ
」
と
主
張
し
て

い
ま
す
。

な
り
、
採
択
さ
れ
る
よ
う

訴
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

総
務
文
教
委
員
会
で
は
、

井
上
議
員
に
対
す
る
質
疑

も
な
く
、
討
論
も
な
く
、

全
委
員
の
反
対
で
不
採
択
。

本
会
議
で
も
井
上
議
員
以

外
の
全
議
員
の
反
対
で
不

採
択
に
な
り
ま
し
た
。
市

民
か
ら
は
「
こ
れ
は
核
兵

器
禁
止
を
願
う
す
べ
て
の

国
民
の
願
い
を
黙
殺
す
る

も
の
だ
。
質
疑
も
討
論
も

な
い
の
は
議
会
の
自
殺
行

為
だ
」
と
き
び
し
い
声
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「核兵器禁止条約の締結を求める意見書
の提出と非核宣言都市であることを市民
に知らせるモニュメントの設置を求める
請願書」を井上氏以外の出席議員の反対
で不採択（＝１０月１７日、電子評決）

�
無
償
化
の
願
い
�
ひ
と
り
除
き
全
議
員
反
対

毎
議
会
要
求

”市民の負担を1円でも安く”の思い貫く
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 �

日
本
共
産
党
�
田
村
委
員
長
�
記

者
会
見
�
発
表
�
�
��
働
�
人
�

自
由
�
時
間
�
拡
充
�
�
�
�
�
力

�
合
�
�
�
�
�
�
素
晴
�
�
�
内

容
�
含
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
一

日
7
時
間
�
週
35
時
間
�
労
働
制
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
共
感
�
持
�
�
受
�
止
�
�
�

一
日
7
時
間
�
�
�
�
�
今
�
�
�

午
後
5
時
�
�
�
�
�
�
働
�
�
�

�
�
�
�
�
4
時
�
�
帰
�
�
�
�

�
�
�
�
本
当
�
夢
�
�
�
�
話
�
�

�
時
�
帰
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
風
呂
�
�
入
�
�
�
�
�
�
�
�

�
本
�
読
�
�
�
�
�
�
�
�
5
時

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
帰
�
�
風
呂
�
入
�
�
飯
�
�

飯
�
�
�
騒
�
�
�
�
�
�
�
寝

床
�
向
�
�
�
�
常
�
�
�
�
�
�

�
�
小
学
校
�
4
�
�
�
�
見
直
�
�

�
�
�
大
賛
成
�
�
�
�
�
中
学
校

�
教
師
�
�
�
�
�
4
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
3
�
�
�

�
�
�
�
午
前
中
�
2
�
�
�
午
後

1
�
�
�
�
実
�
�
�
�
�
�
�
�

授
業
準
備
�
�
教
材
研
究
�
�
�
�

�
�
�
�
�
4
�
�
�
�
�
�
授
業

�
終
�
�
�
茶
�
�
�
�
�
次
�
教

室
�
�
走
�
�
�
大
変
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
授
業
�
見
直
�
�
�

�
�
�
�
�
直
前
�
�
�
�
綬
業
�

�
�
�
�
�
二
番
煎
�
�
�
�
�
繰

�
返
�
�
�
�
�
�
�
被
害
�
教
師

�
�
�
�
�
生
徒
�
�
及
�
�
�
3

�
�
�
�
�
空
�
時
間
�
前
時
�
授

業
�
発
展
的
�
見
直
�
�
�
�
充
実

�
�
授
業
�
展
開
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
動
�
�
�
最
近
出
�

�
�
�
共
産
党
�
自
由
�
�
�
�
論

文
�
実
践
的
�
反
映
�
�
�
�
�
�

言
�
�
�
今
回
�
総
選
挙
�
�
�
自

分
�
�
�
�
�
�
�
�
�
自
由
�
�

武
器
�
戦
�
�
�
�
�
�
�(

児
童

�
�
�
支
援
員
�

つれづれなるままに（774）中俣先生の←中俣先生のブログはこちら

エプロンおばさんの

簡単クッキング （649）

カボチャとモッツア

レラチーズのサラダ

材料（2人分）.........................
カボチャ1/4個、モッツアレラチー
ズ1個、A（レモン汁・オリーブ
油各適量）
つくり方 .........................................................
①カボチャは種を取り、約3㌢角

に切る。塩ゆでして水気をきり、粗熱を取って
冷蔵庫で冷やす。
②モッツアレラチーズは約2㌢角に切る。
③ボウルに①のカボチャと②のチーズを入れ、A
を加えてあえ、塩・こしょう各適量で味を調え
る。

こちらくらしの相談所
（№ 592）
携帯080-

3996-0237
（井上）

なんでもご相談ください。

個
人
の
土
地
で
あ
る

道
路
？
（
つ
づ
き
）

　

前
回
の
こ
ち
く
ら
の

続
き
で
す
。
市
か
ら「
里

道
及
び
水
路
に
つ
い
て

は
、
市
に
お
い
て
維
持

管
理
を
行
っ
て
お
り
、

私
道
に
つ
い
て
は
、
土

地
所
有
者
に
よ
る
管
理

を
お
願
い
し
て
」
い
る
。

「
出
水
市
等
が
行
っ
て
い

る
私
道
に
対
す
る
助
成
金

に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し

た
が
、
現
状
の
里
道
及
び

水
路
を
含
め
た
維
持
管
理

を
継
続
し
つ
つ
、
私
道
に

対
す
る
助
成
を
行
う
こ
と

は
現
時
点
で
は
財
政
的
に

困
難
」
と
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　
「
財
政
的
に
困
難
」
と

言
い
ま
す
が
、「
使
い
道

は
定
め
て
い
な
い
が
、
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
預

金
」
と
も
い
え
る
80
億
円

の
「
財
政
調
整
基
金
」
が

あ
り
ま
す
。
私
道
と
は
い

え
、「
公
衆
道
路
」
と
定

義
さ
れ
て
い
る
土
地
な
の

だ
か
ら
、
土
地
の
持
ち
主

と
交
渉
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
誰
で
も
利
用
で
き
る

道
路
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な

り
、
車
が
傷
つ
い
た
り
、

転
ん
で
け
が
を
す
る
人
が

出
て
も
泣
き
寝
入
り
を
す

る
し
か
な
い
の
か
？
市
は

「
私
道
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
土
地
所
有
者
の

管
理
が
原
則
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
他
市
の
状
況

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
継
続

的
に
研
究
」
す
る
と
言
っ

て
い
ま
す
。
前
向
き
に
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
。

身
体
障
害
が
あ
り
投
票
所
ま
で
い
け
な
い
方
は

�
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
�
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
�

　　

身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
�
て
い
る
方
で
表
に
該
当
す
る
方
ま
た

は
�
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が
�
要
介
護
5
�
の
方
は
�
ご
自

宅
な
ど
で
投
票
用
紙
に
記
載
し
�
郵
便
な
ど
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
�

①
選
挙
告
示︵
公
示
︶日
前
に﹁
郵
便
等
投
票
証
明
書
﹂を
選
挙
管
理
委
員
会︵
以
下
︑﹁
選

管
﹂︶
に
申
請
し
ま
す
︒︵
障
害
を
も
つ
本
人
の
署
名
入
り
の
申
請
書
と
﹁
身
体
障
碍
者

手
帳
﹂
ま
た
は
﹁
介
護
保
険
被
保
険
者
手
帳
﹂
の
写
し
を
選
管
に
郵
送
︶

②
﹁
郵
便
等
投
票
証
明
書
﹂
が
選
管
よ
り
自
宅
に
届
き
ま
す
︒

③
告
示
︵
公
示
︶
日
前
に
﹁
投
票
用
紙
お
よ
び
投
票
用
封
筒
請
求
書
﹂
に
必
要
事
項
を

記
入
し
︑
②
の
﹁
郵
便
等
投
票
証
明
書
﹂
を
添
え
て
︑
選
管
に
直
接
か
郵
便
等
で
請
求

し
ま
す
︒

④
選
管
か
ら
自
宅
に
﹁
投
票
用
紙
﹂﹁
投
票
用
封
筒
﹂
が
届
く
の
で
記
載
し
︑
選
管
に

郵
送
し
ま
す
︒

※
﹁
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
﹂
を
利
用
さ
れ
た
い
方
は
︑
井

上
市
議
︵080-3996-0237

︶
が
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
︒
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�
手
続
き
早
く
�　


